
ア ジア主 義 とア ジア地 域研 究成立 へ の
一 視 点

筒 井 清 忠

近代 日本のアジア主義の研究は未だに極めて層の薄い状態にある。アジア地域研究の成

立とアジアに対する特別の感情や 「思い入れ」を抱いたアジア主義の思想 との不可分性を

思いあわすとこのことは憂 うべき事態といわねばな らないであろう。そこで本稿はアジア

地域研究成立史の前進のためにあ らためてア ジア主義の意義 と問題点について考察するこ

とにしたい。それがアジァ地域研究成立にどのように結びつ くのかは最後に考察すること

に しよう。

さてアジア主義についての乏 しい研究史を振 り返 ってみると、明治期についてはそれで

もある程度の蓄積があることに気づかされる。代表的なアジア主義の思想家というような

人 もほぽ定まっており、ある程度の筋はつか みうる状態になっている。ところが、大正 ・

昭和前期になって くると、不明瞭のまま放置 されているといってもよいような状態である。

そもそも大正 ・昭和期の日本のアジア主義についての整理された研究書というものが存在

しないのである。存在 しない分は正確な事実 に基づかない様々な 「史観」が適当に補って

いるというのが実状 といってよいだろう。そ こで本稿は、太平洋戦争の敗北に至る最 も重

要な歴史のコースとしてのその大正 ・昭和前期のアジア主義に主に焦点を しぼって検討 し

てみたい。

まず 「対象の分類」に入ろう。

アジア主義というものを検討する場合、さ しあた り次の3つ ぐらいの区別が必要 と思わ

れる。一つは思想家すなわち思索 しその言説 を表に出す という形でア ジア主義にかかわる

人々である。実務家や、一般の人々の世論 も自分たちの気持ちをうまく代弁 してくれる存

在としての思想家や言説家 というものを頼 りにする以上、思想家はやはり最 も重要な存在

であるといえよう。

しか し、2番 目に、実務家すなわち実際にアジアとかかわる人々がどのような考えを持っ
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ていたのかとい うことも重要である。ところが、こちらのほうは研究史上ではあまり扱わ

れない。というのは、実務家の思想は思想家に比べてより研究 しにくいか らである。それ

は書物 というような形で全面的に述べられているわけではないので不明瞭であるし、原則

に生きているわけではないという点で態度が変化 しやすい。従って取 り扱いにくいわけで

ある。政治的影響力という視点で、近代 日本 のアジァ主義を考えるに当たっては、実は重

要なのは、これ らの実際にかかわりをもった人々の方なのだが、十分まとまった研究がな

いのはこうした事情によるものと思われる。

政治家では 「英米本位の平和主義を排す」 とい うような主張を した近衛文麿や、犬養毅

のように辛亥革命にかかわった人などが代表的な事例といえよう。

また官僚 も重要だが、これ もいろいろな省庁がある。外務省は最も重要だが、外務省の

主要な外交官の中に、 どのような形で英米派がお り、アジア派がいたのかということにつ

いて、明治以降昭和の前期まで一貫 してフォロー した研究 というものも存在 してはいない

ようだ。何度か外務大臣をやった内田康哉の ようにワシン トン体制づ くりな どに努力 した

か ら英米派かというと、実は若いときから強力なアジア主義者の面を もっており、 「日清

韓三郎」というペ ンネームで、いかにアジアを欧米から防衛 していかなければな らないの

かというようなことを書いているのである。 このような複雑な多角性 もアジア主義研究で

は配慮 しなければならないであろう。

軍人についても、松井石根などアジア派の軍人の系譜を見てい く必要があるだろう。財

界人についても住友の小倉正恒のような 「漢学趣味」人の系譜などがあ り、ここには実に

広大な研究領域が開けていることがわかる。

3番 目が世論 ・社会意識の問題である。特 に普通選挙制度ができ、新聞の発行部数が伸

び、ラジオの放送が始 まってか らの世論は、非常に重要である。これまでの研究では割合

簡単に 「世論が反米的になった」とか、 「世論が盛 り上がった」というようなことが書い

てあるのだが、何を根拠に 「盛 り上がった」 とか 「盛り上がらなかった」といっているの

か、かなり曖昧なままのように思われる。ある事件が起 きたときに 「国民がアジア主義的

な方向に行ったのか行かなかったのか」についてもっと徹底 した研究が必要であろう。

太平洋戦争へ進んでいくプロセスにおいて は、 『少年倶楽部』などの雑誌や映画などの

大衆文化が全体 として大東亜共栄圏的方向へ進んでいくのにどのくらいの役割をはた した

のかについての研究 もまだ非常に不十分であって残されているとい うことが指摘されよう。

最近 『帝国の銀幕』 という昭和初期の日本の映画を系統的に研究 したアメ リカ人の研究
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が出たが、この研究によると、日本は主に満州事変期か ら日中戦争にかけて、 「アジア、

アジア」といったのだが、実はほとんど関心 は、中国、 「満州」、蒙古といったところに

あった。太平洋戦争が始まってから、南方に出ていき、にわかに南方と日本の連帯を説い

た映画が出てくるけれども、それはほとんど数年間で、あっという間に終わって しまい、

大部分の日本人の意識にとっては、 「アジア、アジア」といっても、実は東南アジアのこ

とは意識の上ではかなり乏 しかった。映画で見る限 り、 「アジア」とはほとんど中国大陸

のことだったということが述べ られているが、こうした研究は大衆の社会意識を知るため

には欠かせないジャンルといえよう。

これが次の"対 象地域"と いう問題につながっていくことになる。

アジア主義ということが言われる場合、どのような地域のことなのかということについ

て、実はかな り差がある。上述のようにアジア主義者といっても、中国とその近 くの当時

の 「満州」、蒙古とい うものをアジアとして考えているものが非常に多い。東南アジアに

大きなウエイ トを置いて見ている人は意外に少ないと言えよう。まして、世論や社会意識

に関 しては東南アジアへの関心は非常に稀薄 で大多数の日本人にとっては、太平洋戦争が

始まってか ら初めて意識に上 ってきたと言ってもいいのではないかと思われる。

また、日本のアジア主義思想においては、 インドの占める位置が特異 に大きいというこ

とが特色 としていえるのではないか。これは、仏教の影響ということもあるが、日本のア

ジア主義思想の流れが岡倉天心に始まるもの で、天心とイ ンドの関係がその後までかなり

受け継がれたことによるものと思われる。このように、アジア主義といっても、思想家の

場合、 とくにどこを対象地域として考えてい るか、あるいは世論がどこを見ているか とい

う問題 も曖昧なままだと言えよう。研究上の基本的な問題点は以上のように整理できるよ

うに思われる。

さて、思想家 ・実務家 ・世論と三つに分けたうち、本来はこの全部が取 り扱われるべき

なのであるが、非常に研究が遅れている中で、思想家の影響力はやは り最 も強いので、こ

こでは思想家を主に検討することに したい。明治期については、前述のようにある程度ス

タンダー ドがあるので、前おきとして簡単に済ませて、大正 ・昭和期の代表的な思想家に

主に焦点を しぽって検討 していくことにしよう。

明治のアジア主義は、樽井藤吉の 『大東合邦論』か ら始まる。これは、日韓清 、日本と

朝鮮 と中国の3つ の国が一緒になって一つの 国をつ くり、その黄色人種の同盟によって、

白人のアジア支配に対抗 していこうというこ とを、最初に本格的に述べた書物 として、古
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典的な書物 ・先駆的な書物といってよいだろ う。さしあたり日本と朝鮮が平等な立場で同

じ国をつ くろうと樽井は主張した。その後で中国を加えようというわけである。

この本は日本国内よりもむ しろ中国や朝鮮 で反響を呼んだと言われている。明治の終わ

りに韓国合邦がおこなわれるが、そのとき朝鮮の側から積極的に日本と韓国を合邦 しよう

ということを試みた李容九 という人物は、樽井藤吉の影響を強く受けていたと言われてい

る。いうまでもなく結果は平等な立場の合邦ではなかったから李はいわば裏切 られたわけ

であった。

しか し、後のアジア主義の展開との関連という点で言 うと、最 も重要なのは、やはり岡

倉天心のアジア主義だといえよう。その著 『東洋の理想』(明 治36年)は あまりにも有

名なので今さら説明するまでもないかもしれないが、もともと英語で書かれた書物であり、

「アジアは一つ」とい うことをは じめて本格的に論 じた書物である。実は内容的には全体

としては美術史的話題が多い。天心はさらにイン ドを旅行 して、 『東洋の覚醒』とい う書

物 も書いているのだが、これは内容があまりに激烈だったため、当時は発表されずに、昭

和10年 代のある種のアジア主義出版ブームになってか ら初めて出版されることとなって

いる。

岡倉天心のアジア主義は、アジアの精神文明を非常に重要視 していることが重要であり、

それ以前に何 らかの形でのアジアとの連帯を説いた人々は、初期の福沢論吉に しろ樽井藤

吉にしろ皆、"西 洋文明は優れていて、その優れた西洋文明がアジアにはまだ広まってお

らず、 日本だけがそれを取 り入れて成長 している。だから、その 日本が優れた西洋文明を

アジアに持ち込んで、アジァを近代化さぜて いこう"と いうロジックになっていたのに対

して、天心はその逆で、"西 洋の機械主義文 明や科学文明などは間違 っていて、東洋に精

神的に意味のある優れた伝統的な文化や文明が残 っている"と 主張 したのだった。その点

でそれまでの議論とは大きく異なった構成 になっている。それまでの議論は、か りに東洋

対西洋、文明と野蛮という対抗ロジックを考えると、西洋が文明で、東洋が野蛮だと設定

していたのだが、天心はその軸を逆転させたわけである。その意味で西洋近代主義文明批

判の思想家として、ヨーロッパではウィリアム ・モ リスのような思想家に擬せ られたりも

している。つまり、産業主義の批判であり、科学文明の批判者だとい う感 じで受け止め ら

れていたのである。この点で天心の思想は画期的なものだといわねばな らないであろう。

"イ ン ドに始 ま
った文明も、中国の優れた文明もいずれも日本に到来 した。そ してすで

にイン ドや中国にも残 ってない秀れたもの、すなわち偉大な東洋の文明の遺産は日本にあ
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る。正倉院を見よ"と いうようなレ トリックは、のちのほとんどのアジア主義の思想家に

よって使われることになる。"東 洋文明の精髄は 日本の文化にある"と いうのが天心の最

も中心的な見解であった。

また天心 自身インドに行き、タゴールなどと接触を持ち、イン ドの独立運動が弾圧され

ていることに非常に憤慨 して、 日本はもっと協力 しなければいけないと主張 していた点も

見落とせない。天心は"西 洋の近代文明の軍隊には簡単に勝てない。ゲ リラ戦が唯一アジ

ア人にとって有効な手段だ"と い うようなことを言っている。前述のようにこのような天

心のイ ンドとの特別な親近感は後の 日本のアジア主義に大きな影響を与えたのであった。

以上が明治期のアジア主義についての概説である。

次に、本題である天心が亡 くなった後の、大正から昭和にかけてのアジア主義について

検討 していくことに しよう。昭和十年代になると、日中戦争か ら太平洋戦争へのプロセス

の中で、アジアにかかわる本が大量に出ているのだが、 「時局便乗出版」が多 く、思想的

に意味のあるものはほとんどない。大正期のアジア主義者が説いていたものの繰 り返 しの

ようなものが多いのである。大川周明、北一輝、石原莞爾 らの主張を焼き直 しに していた

のが昭和十年代だったといってよいかもしれない。その意味で、この三人はいずれも重要

なのだが ここでは大正 ・昭和前期に変わ らず影響力をもち続けた人 として大川周明につい

て検討 してみることにしたい。

まず最初にその生涯を振 り返ってみることに しよう。

大川は明治19年(1886年)山 形県庄内藩の医者の家に生まれた。

日露戦争が始まった年に、熊本の第五高等学校に入学。 「黒潮会」という社会主義思想

を研究する研究会を作っている。幸徳秋水 ・安部磯雄などの社会主義思想の影響をかな り

の程度受けた。

その次の年に、五高 「栗野事件」という著名なス トライキ事件に際 して学生の代表とし

て活躍。雑誌に名前が出るなどする。

明治40年(1907年)に 、五高を出て、東大の文科大学に入学。できたばか りの宗

教学を専攻 した。そして、学生時代に、岡倉天心の 「泰東巧芸史」 という美術史の講義を

受けてお り、岡倉天心の直接の生徒ということになる。大川のアジア主義においてインド

の重要性が非常に高い原 因の一つもここにあったと考えることができよう。

明治44年 、東京帝国大学を 「竜樹菩薩論 」を書いて卒業。中学の教師を しなが ら、こ

のころ日本ではまだあまりや られていない回教(イ スラム教)の 研究にも手をつけ始めた
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ころ人生 の転 機 が訪 れ た。 大正2年(1913年)に 神 田 の 古本 屋 で 偶然 サ ー ・ヘ ン

リー ・コ ッ ト ンの New India, or India in Transtion j とい う本を見、 「この時初めて私は英

国治下のイ ンドの悲惨を見た。私は現実の印度に開眼して、それが私の脳裡に描かれた印

度と、余 りに天地懸隔せるに驚き、悲 しみ、且憤 った。」　(自伝 「安楽の門』による)。

　"深遠な印度思想の研究に専心 していて、現実のインドについてはほとんど知 らなかった

のだが、実は英国の植民地になって大変苦 しんでいることをこの本ではじめて知る"と い

うドラマティックな出来事に遭遇 したのである。こうして近代イン ド研究さらには広 くヨー

ロッパの植民地の支配の研究 という方向に進んでいくことになる。

　 大正4年(1915年)、 「初秋の美 しく晴れた或日の午後のことである。私が帝大の

図書館を出て、構内を赤門の方へ歩いて居ると、1人 の印度人がつかつかと歩み寄 って、

英語で 『貴下は日本人ですか』と訊ねた。」亡命 インドの革命結社の党員であったグプタ

が、大川がイン ドに対 して興味を持って、イ ンド独立運動を支援する気持ちがあるという

ことを知 って接近 してきたのだった。こうして日本にいたインドの独立運動の志士たちと

交わることとなる。大正5年(1916年)に は、 「現代インドの政治的実情を 日本に紹

介せる最初のもの」という形で、　『印度に於ける国民的運動の現状及び其の由来』を著す。

イ ンドの革命運動家たちが日本国内で活動 していることに対 して、イギ リス政府か ら苦情

が来、日本政府は彼 らを国外退去 させようとしたため、大川はそれをか くまうなどの危険

な活動をすることになる。そ して大 正7年(1918年)の 「老壮会」、さらに8年 の

「猶存社」の結成により、本格的にアジア主義の運動に乗 り出す。

　 「猶存社」の出した機関誌 『雄叫』に載 った声明文を見ると 「猶存社」に拠っていたア

ジア主義者たちの思想を理解することができるが、この文章ではアジアとしてかな り広い

地域を考えていたことがわかる。 「我が神の吾々に指す所は支那に在る、印度に在 る、支

那 と印度 と豪州の円心に当る案南、縮旬、逞羅に在る。チグリス ・ユーフラテス河の平野

を流る＼所、ナイル河の海に注 ぐ所、即ち黄 白人種の接壌する所に在る。人類最古の歴史

の書かれたる所は、吾々日本民族に依りて人類最新の歴史の書かる 、所で無いか。吾 々は

全 日本民族を挙 げて亜細亜九億民の奴隷の為めに一大 リンコル ンたらしめなければなら

.ぬ。」こうして、メンバーの一人であった中谷武世などは、"日 本ではほとんどアラビァ

研究などだれ もやってないし、またアラビァ との関係も全然ついてないか らおまえやれ"

というような形で戦後に至るまでの特別の中近東との関係が生 じることになったのだった。

　 そして、中国にいた北一輝への帰国加盟勧 誘には大川が直接携わったのであった。さら
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に、大正の中期か ら終わり頃にかけては、このように結社で運動 しているのと同時に、徐々

に陸軍の軍人と接触するようにな り、板垣征四郎や河本大作などの中堅の幕僚層 と知 り合

いになっていった。

そ して、昭和5年(1930年)に 、橋本欣五郎大佐が 「桜会」という結社を結成する

と大川はその思想的ブ レー ンに近い存在 となる。この 「桜会」が昭和6年 に 「三月事件」

と 「十月事件」 というクーデターを企画。さ らに 「桜会」のクーデター事件と密接な関係

を持 っていた石原莞爾が満州事変を起こす。大川はこれ らに何 らかの形で関与 してお り、

とくに 「三月事件」は宇垣陸相のひき出しを はかるなど実際的中心人物であった。そ して

さらに昭和7年 には、5・15事 件に加担 し、検挙 される。

要するに、大川の論理か らすると、"日 本はアジア解放の尖兵として実力行動をやらな

ければいけないのだが、そのためには、まず 日本国内をその方向に向けて改造 しなければ

いけない。それ も実力行動でやる"と いうことになってくる。それで次々とこのような事

件を引き起こしていったのだった。

その後、昭和12年(1937年)に は日中戦争が始まるが、 日中戦争その ものには賛

成ではなかった。従ってこれ以後は日本のア ジア政策にかかわる人材の養成と研究に主に

携わってい くことになる。この点については後述 しよう。 もっとも、著書がベス トセラー

になるなどして、大川の名前は全体 としては広まってい くこととなった。

昭和15年 ごろには、東条英機 とは決定的に仲違いするという状況で、日米戦争に関 し

ては積極的に開戦回避活動を している。 しか し、戦争が始まってからは、ラジオ放送で米

英のアジア支配の歴史を話 し、それを昭和17年(1942年)に 、 『米英東亜侵略史』

(第一書房)と して刊行 した。昭和20年 の敗戦と同時に、日本のアジア侵略思想の最大

のイデオ ローグとされ、アメ リカ軍につかま りA級 戦犯となった。裁判中に精神病になっ

たとして松沢病院に入 り 『古蘭』を翻訳 している。

次に大川の思想を見ていくことにしよう。前述のようにある意味では 「恩師」であった

岡倉天心の思想を受け継いでいることが重要な特色 といえよう。例えば"ア ジアの本質に

は 「霊的存在」があ り、その点で西洋とは異なる"と いった発想はその典型である。結論

を先取 りして述べてい くと、一方では"日 本 にアジア解放の使命がある"と いう発想、他

方では"満 蒙に日本の権益がある。これは日本民族 としては当然守っていくべきだ"と い

う発想、この二つの考え方が大川の内部でたえずないまぜになっていたように思われる。

初期の段階は、どちらかというと理想主義的な、アジアと連帯 して解放 してい くという考
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え方が強かったのだが、大正の後期になるに従って、急速に満蒙問題 というものが正面に

出てきて、"権 益を守る"と いう方向が強 くなっていき、満州事変期 になると、完全にそ

の方向に転 じたという風にまとめることができるであろう。

代表的な言説を見てみよう。

「吾等の信ずる所を以てすれば帝国は新 しき世界の指導者たるの大命を上天より任課 し

て居る。吾等は或人々の夢想せる如 く日本の世界制服を主張するものでない。或は亜細亜

統一を主張するもので もない。か くの如きは西欧民族の誤りを繰返す ものに過ぎぬ。吾等

の任務は西欧民族に虐げられつ ㌧ある国民を救済することで、決 して西欧民族に代つて彼

等を虐げることではない。吾等は総ての民を して人類に賦与せ られたる最 も貴き権利の一

つなる自由を得せ しめ、彼等を して何等外部の不当なる抑圧な くして其の本来の文化を長

養せ しむるに在る。吾等がr亜 細亜人の亜細亜』 と叫ぶのは、亜細亜が欧羅巴人の支配の

下に在る限 り、本来の亜細亜を発揮することが出来ぬか らである。若 し西欧民族が真に亜

細亜諸国の幸福を図るの精神を抱き、且其方が亜細亜諸国の為に真に幸福であるな らば、

『亜細亜人の亜細亜』と云ふ標語は無意味である。た寓今 日の実状に於ては西欧民族の態

度並に精神は亜細亜に取りて喜ば しきものではない。吾等は彼等の態度並に精神を改め し

むる ことによ りて、亜細亜を救済す ると共 に彼等其者をも救済せ んと心懸けねばなら

ぬ。」

このように初期には理想主義的なアジア主義とでもいうべき"ア ジアが西欧の植民地に

な っていることに対 して、アジアを 自由にす るために解放 しなければいけない"と いう主

張が行われている。

そして、大川は大正の中期ごろには、 しき りに革命 ヨーロッパ と連帯 していくと主張す

る。革命 ヨーロッパというのは、具体的にはロシア革命後のソ連邦のことである。ソ連邦

は普通の国家主義者か らすると、共産主義で、当時の言葉でいえば 「日本の国体を侵す」

危ないもののはずなのだが、む しろ大川周明はそれに好意的であり、ソ連はアジアか らヨー

ロッパ資本主義を駆逐する上に間接的に協力する存在だというふ うに位置づけている。さ

らに言えば、復興アジアと革命 ヨーロッパ というシェーマそのものの発想の中に"国 内に

おいて無産者階級、労働者階級 という、迫害 されている階級を助けるとともに、国際的に

弱い立場にある人間を助ける、この2つ が連動するべきだ"と いう発想が、強力に秘めら

れていたわけである。これは非常に重要な論点であり、北一輝の 『日本改造法案大綱』と

いう書物 も、国際問題に関する言説は、全 くこの論理によって成 り立っていた。大正半ば
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ごろにはこうした一部の人々の主張にすぎなかったことが、昭和10年 代には、ほとんど

日本中を覆う論理になってい くのである。

ここで、北一輝のほうの言説を見ておこう。

「開戦ノ積極的権利 国家ハ自己防衛ノホカニ不義ノ強力二抑圧サルル他ノ国家マタハ

民族ノタメニ戦争ヲ開始スルノ権利ヲ有ス。(ス ナワチ当面ノ現実問題 トシテイン ドノ独

立オヨビ支那ノ保全ノタメニ開戦スルゴ トキハ国家ノ権利ナリ)。

国家ハマタ国家自身ノ発達ノ結果他二不法 ノ大領土 ヲ独占シテ人類共存ノ天道ヲ無視ス

ル者二対 シテ戦争 ヲ開始スルノ権利 ヲ有ス。」

「英国ハ全世界二跨ル大富豪ニシテ露国ハ地球北半ノ大地主ナ リ。散粟ノ島懊ヲ画定線

トシテ国際間ニオケル無産者ノ地位ニアル 日本ハ、正義ノ名ニオイテ彼ラノ独占ヨリ奪取

スル開戦 ノ権利ナキカ。国内ニオケル無産階級ノ闘争 ヲ認容シツツヒ トリ国際的無産者ノ

戦争 ヲ侵略主義ナ リ軍国主義ナ リト考ウル欧米社会主義者ハ根本思想 ノ自己矛盾ナ リ。」

「国内ノ無産階級ガ組織的結合 ヲナシテカノ解決 ヲ準備シマタハ流血二訴エテ不正義ナル

現状 ヲ打破スル コ トガ彼 ラニ主張セラルルナラバ、国際的無産者 タル日本ガカ ノ組織的結

合タル陸海軍 ヲ充実 シ、サラニ戦争開始二訴エテ国際的画定線 ノ不正義 ヲ匡スコ トマタ無

条件二是認セラルベシ。」

この時期のアジア主義は、このような国内的無産者に対する連帯と、国際的無産者に対

する連帯がイコールだという論理を開発 したのだった。彼 らは社会主義思想の変則的派生

物といえるかもしれない。これが1930年 代になるともう少 しわか りやすい言葉で 「持

たざる国と持てる国」という論理で広範囲に広が っていくことになるわけである。

次に日米関係の中か らアジア主義が強化 されてい くという点で、アメリカで大正13年

に排 日移民法が成立 したときに、大川周明が書いたものを見ておきたい。

「いま東洋 と西洋 とは、夫々の路を行き尽 くした、然 り、相離れては両なが ら存続 し難

き点まで進み尽 くした。世界史は、両者が相結ばねばな らぬことを明示 して居る。さり乍

ら此の結合は、恐 らく平和 の間に行 はれる ことはあるまい。 『天 国は常 に剣影裡 に在

る』。東西両強国が、生命を賭しての戦が、恐 らく従来も然 りし如 く、新世界出現のため

に避け難き運命である。この論理は、果然米 国の 日本に対する挑戦として現はれた。亜細

亜に於ける最強国は日本である、欧羅巴を代表する最強国は米国である。この両国は、天

意か偶然か、一は太陽を以て、他は衆星を以て、夫々国家の象徴 として居るが故にその対

立は、宛も白昼と暗夜 との対立を意味するが如く見える。」
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「この両国は、希膿 と波斯、羅馬 とカルタゴが戦はねばな らなかった如 く、相戦はねば

ならぬ運命に在 る。日本よ!1年 の後か、10年 の後か、又は30年 の後か、そは唯だ天の

み知る。 いつ何時、天は汝 を喚んで、戦を命ず るかも知れぬ。寸時も油断な く用 意せ

よ!」

このように(実 際の日米戦争 ・太平洋戦争直前のときにはあま り賛成ではなかったのだ

が)排 日移民法が大正13年 に成立 した時には、東西対抗文明史観が応用 され、 日米が必

ずや戦 うという論理が展開されていたのであ る。徳冨蘇峰などもこの時に、反米親アジァ

主義的宣言を していることか らみてもこの論点は重要といえよう。

さらに重要な ことは、満蒙独立運動とかかわりを持つ中で、 日本と満蒙との経済圏構想

を大正末期ごろに構想 していったということであろう。のちに五 ・一五事件で逮捕された

時に、大正末期の自分の考えを回想 して次のように述べている。

「私の研究と私の調査とは、私に次の信念 を抱かせました。それは世界史の進行におい

て大国時代将に去らんとし代って超大国時代が来たらんとするということである。今後世

界において言葉の充分なる意味で独立国と して立 って行 くためには少な くとも自給 し自足

し得るだけの経済領域を確保 しなければならぬ。独立国としての政治単位は自給自足の一

大経済単位でなければならぬ。すなわち大英帝国、北米合衆国、ソヴェー ト連邦、中華民

国等のごとき国家のみが将来の国際舞台に独立国として存続する可能がある。フランスが

その実現の至難なる事を熟知 していなが らヨーロッパ連盟を唱えるのは何のためか。他な

し彼の小 さい大陸に幾多の小国が分立 していては何はともあれ経済的に先ず米、英、露等

の大経済単位に対抗ができず、 したがって国運の進展を望み難き故にヨーロッパ諸国を一

個の経済単位に組織 して他の大経済単位 と角逐せんためである。 しかるに日本の状態を見

ればその政治的版図の狭小にして資源の貧弱なる食料品、被服材料、建築材料のごとき第

一次生活必要 品さえ も国外 よりの供給 に待たねばならぬ。 しか も我々を囲む国々はソ

ヴェー ト連邦 中華民国と北米合衆国である。

こめ三国は、先ず第一に超大国としての可能性を具備する巨大なる経済単位である。第

二にはそのいずれもが国際間の横紙破 りである。 しか して第三には、そのいずれもが 日本

に好意を有せず、支那のごときは熾烈無謀なる敵意を明示 して揮るところな く、米国もま

た我国をもって近き将来における唯ナの仮想敵国とし、露国に至ってはその共産主義をもっ

て我国体に挑戦 しているのであります。

かくのごとき事情の下に在りて、我国が消極的には単に将来の独立を確保する上からも、
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更に進んでは積極的国民的使命を実現する上からも、日本は何をさておき、少なくとも自

給 自足 し得るだけの経済単位を政治的に支配する必要がある。 しか してその発展の方向は

実に満蒙のほかにない。 日本は、満蒙を取 り入れた大経済圏単位においてその経済組織を

革新 しなければならぬ。私は大正末期において堅 くか く信 じたのであ ります。」

こうして、結局大正の始めごろにはないまぜではあれ、理想主義的なアジア主義の方向

が強かったものが、大体大正の末期ごろには日満蒙経済圏構想的な発想が強 くなっていき、

満蒙問題の解決策に困っていた軍部中堅と結びついてい くことになったわけである。

以上、大川においてはアジア主義の理想主義的側面と日本の権益擁護的側面がないまぜ

になっていたこと。社会主義の平等思想が国際問題に変則的に応用 されていたこと。アメ

リカの排 日移民法の成立 と満蒙問題の深刻化が急速にワシントン体制の打破 と日本の権益

擁護的方向をとらせたことなどが思想的特質として指摘 されるであろう。

最後に昭和十年代における大川のアジア地域研究機関の設立 と地域研究者養成活動につ

いて言及 しておこう。

そもそも明治41年(1908年)設 立の満鉄東亜経済調査局に大川周明が正式入社 し

たのが大正8年9月 、編輯課長となったのが同年11月 で、大正12年 には調査課長となっ

ている。これが昭和4年 に満鉄から離れて財団法人東亜経済局となるが、この時大川は理

事長であった。

大川が顧問に就任後の昭和14年 に調査局 は再び満鉄の系列下に入 る。そ してその後も

主要な幹 部は彼 の指導下にあ った。昭和14年8月 、坂本徳松を編集責 任者とする月刊

r新亜細亜』が発刊。これは大川の発案によるもので、大川は 「創刊の辞」を書いている。

編集責任者坂本は戦後 どのような経歴を辿ったであろうか。坂本は昭和29年 日本ベ トナ

ム協会を設立、30年 ニューデ リーのアジア諸国人民会議に出席、31年 愛知大教授 となっ

ている。 そしてアジア ・アフ リカ諸 国人民連帯 日本委員会理事長 とな り、ガ ンジー、

ホー ・チ ・ミン、ネルーの評伝を執筆 した。戦後の一時期のジャーナ リズムにおける現代

アジア研究の第一人者的存在だったのである。そのアジア研究の基盤は東亜経済調査局時

代に確立 したとみてもよいだろう。

一方調査局は、昭和15年 にオ ランダの東洋学者ベル ンハル ト ・モーリツ(Bemha血

Moritz19514939年)と ガブリエル ・セラン(GabdelSerrand1864-1935年)の 旧蔵書2500

冊をオランダ ・ライデ ンのブ リル書店から 「回教文献コレクション」として15万 円で購

入 した。この世界的遺産は大川が購入にあた りモー リツ文献と名付けたのだった。またイ

11



スラム研究本格化のため台北帝大助手であった前嶋信次もこの時東亜経済調査局に招かれ

ている。前嶋信次は次のように回想 している。

「昭和十五年に東京 に帰ってきたときにはアラビア語も少 しは読めるようになっていま

したが、ちょうどそのとき、満鉄東亜経済調査局か ら、入局 してイスラム世界の研究を し

てはどうか という話があったんです。実は調査局がオランダの本屋からイスラム関係の文

献数千冊を十五万円で買 ったばか りで、これを研究 してほ しいということなのです。台湾

でもらっている月給よりも高い月給を払う、仕事はイスラム関係の研究をするだけでよい、

ということだった。顧問の大川周明氏にも会 って採用がきまり、その後、終戦までそこで

イスラム世界の研究を続けることになったのです。アラビア語の勉強のためにアラブ人を

一人雇って くれまして
、四年間余 りそのひとから習いました。終戦になって東亜経済調査

局は消滅 し、イスラム関係の文献はアメリカ に没収され、現在は ワシン トンの国会図書館

にあるよ し、アメリカに行ったとき、その一部 と再会 してきました。」

前嶋はこの調査局で、 日本ではは じめてのアラビア語の基本資料に依拠 したイスラム研

究を開始 したのだった。その後、昭和26年 に慶応大学講師とな り、31年 教授。rア ラ

ビア史』 『アラビアの医術』 『世界の歴史 ・イスラム世界』 『生活の世界史一 イスラム

の蔭に』 『東西文化交流の諸相』 『イスラムの時代』などの多 くの学術書 ・啓蒙書を著 し、

わが国イスラム学の第一人者 として長 く活躍 した。イブン ・バ ッ トゥータの 『三大陸周遊

記』のほかに、初のアラビア語原典か らの 『アラビアン・ナイ ト』(岩 波文庫、昭和41

年か ら)の 邦訳に挑んでいたが未刊のまま昭和58年 死去 している。

さらに昭和13年(1938年)、 東亜経済調査局付属研究所が東京に設立された。大

川が所長で、南アジァ地域の専門家を養成す ることが目的であった。語学の授業に力が入

れ られていたのだが、 ここでアラビア語を担 当したのが昭和12年 に慶応大学を卒業 した

ばか りの井筒俊彦であった。井筒はモー リツ文庫を閲覧するために しば しば満鉄東亜経済

調査局を訪れることとなる。

井筒は 『アラビア語思想史』(昭 和16年)を 刊行するなどして、昭和22年 か ら慶応

大教授。言語学の研究を経て、イスラム神秘主義の研究に向かった。 『イスラーム哲学の

原像』(昭55年)、 『イスラーム文化』(昭57年)、 「コーランを読む』(昭5.8年)

などの秀れた成果は今 日、著作集(中 央公論社)に 収め られている。大川の果たせなかっ

た、アラビア語原典か らの 『コーラン』の全訳(岩 波書店)も 彼の手によって完成 したの

だった。
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このようにみてみると大川が、日本のアジア地域研究とりわけ南アジア ・イスラム地域

研究の成立 ・発展に果 した基礎的な役割は認 めざるをえないであろう。もとよりそれは大

川の果 したマイナスの側面を忘れてよいとい うことではないが。
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